
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　写真上は嘉島町初の取り組
み「献穀事業」に伴う清祓（き
よはらい）・播種祭（はしゅ
さい）。続いて時計回りに ▽

町内一斉清掃では日ごろ手が
届きにくい排水路でもクリー

ン作戦を展開 ▽上六嘉のお宅
で咲き誇ったツクシイバラ ▽

嘉島の初夏を彩る麦秋▽雨で
順延された嘉島中体育大会。
曇天を吹き飛ばすような生徒
たちの力走はすがすがしい。

○西小の校舎整備へ……………②
○町水防団も出動、熊本市で演習②

主な内容
○町災害公営住宅、９月入居へ③
○緑化推進でサントリーを国表彰④
○町内で！緑川で！一斉清掃…④
○献穀事業で清祓・播種祭……⑤
○体育大会に運動会も……⑥～⑨

○水の郷まつり８月３日開催…⑪
○お知らせ情報館…………⑫～⑰
○公正な税の徴収のために……⑱
○町介護保険料の改定…………⑲
○食育月間…朝ご飯を食べよう㉑
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緑川

町
水
防
団
も
出
動

　
　

白
川
流
域
と
合
同
演
習

　
「
白
川
・
緑
川
総
合
水
防
演
習

２
０
１
９
」
が
５
月
19
日
、
熊
本

市
の
白
川
河
川
敷
で
実
施
さ
れ
、

嘉
島
町
を
は
じ
め
両
河
川
の
流
域

自
治
体
や
県
警
、
自
衛
隊
な
ど
合

わ
せ
て
42
団
体
か
ら
約
千
人
が
出

動
し
て
堤
防
決
壊
な
ど
へ
の
対
応

訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

て
毎
年
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
が
九
州
７
県
の
持
ち
回
り

で
行
っ
て
お
り
、
熊
本
で
の
開
催

は
２
０
１
０
年
以
来
。
例
年
、
嘉

島
町
な
ど
緑
川
の
流
域
自
治
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
水
防
演
習
が
今

　

緑
川
改
修
期
成
会
の
令
和
元
年

度
総
会
が
５
月
９
日
、
嘉
島
は
じ

め
流
域
の
甲
佐
、
益
城
、
美
里
、

御
船
、
山
都
の
６
町
と
熊
本
、
宇

土
の
両
市
の
首
長
や
関
係
機
関
の

代
表
ら
が
出
席
し
て
町
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
緑
川
の

堤
防
復
旧
に
伴
う
総
事
業
費
が
約

52
億
円
に
上
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
同
期
成
会
の
荒
木
町
長
が

「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
万
全
の
備
え
を
」
と
緑
川
水

系
の
河
川
改
修
へ
の
協
力
を
改
め

て
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
梅
雨
や
台
風
に

伴
う
水
害
を
警
戒
す
る
と
と
も

に
、
水
系
の
防
災
・
減
災
に
向
け

た
国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
も
申
し

合
わ
せ
。
流
域
の
地
域
連
携
を
図

り
、
加
勢
川
な
ど
含
め
た
水
系
治

水
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
決
議
し

ま
し
た
。

回
、
白
川
流
域
と
合
同
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
が
接

近
、
活
動
を
強
め
た
梅
雨
前
線
の

影
響
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
と

の
想
定
。
大
塚
高
司
国
交
副
大
臣

ら
が
見
守
る
中
、
荒
木
町
長
に
激

励
さ
れ
た
嘉
島
町
水
防
団
（
町
消

防
団
で
編
成
）
の
森
嶋
英
治
団
長

ら
15
人
は
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
積

む
「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」
の
護
岸

訓
練
を
て
き
ぱ
き
と
機
敏
に
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
屋
根
の
上
に
避
難
し

た
と
見
立
て
た
人
を
は
し
ご
車
で

救
助
し
た
り
、
洪
水
情
報
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
携
帯
電
話
に
一
斉

配
信
し
た
り
す
る
訓
練
も
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
な
ど
が
県
と
協
力
し
て

税
の
徴
収
に
当
た
る
た
め
、
関
係

す
る
税
務
担
当
職
員
に
４
月
25
日
、

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
益
城
、
下
益
城
の
併
任
徴
収

に
関
し
、
荒
木
町
長
か
ら
辞
令
を

交
付
さ
れ
た
の
は
嘉
島
、
御
船
、

甲
佐
、
山
都
、
そ
し
て
美
里
の
５

町
と
県
央
広
域
本
部
の
税
務
関

係
職
員
63
人
（
う
ち
嘉
島
７
人
）。

併
任
徴
収
は
、
税
の
収
納
率
向
上

と
滞
納
税
の
整
理
強
化
で
10
年
前

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

町
税
務
課
で
は
「
町
の
財
源
で

あ
る
税
の
公
正
適
切
な
徴
収
に
努

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
納
税
へ
の

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
議
会
は
５
月
24
日
、
令

和
元
年
第
２
回
臨
時
会
を
開
き
、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
伴
う
２

議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
設

計
変
更
の
た
め
区
画
道
路
の
建
設

請
負
金
額
が
１
工
区
で
７
１
８
万

円
、
２
工
区
６
０
４
万
１
千
円
そ

れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

白
川
・
緑
川
総
合
水
防
演
習
で
シ
ー

ト
張
り
工
法
」
の
護
岸
訓
練
を
披
露

し
た
嘉
島
町
水
防
団

西
小
の
校
舎
整
備
へ

荒
木
町
長
、
方
針
示
す

緑
川
改
修
へ

協
力
を
要
請

嘉
島
町
で
期
成
会

町
議
会　

臨
時
会

　

工
事
請
負
契
約
の

変
更
２
議
案
可
決

税
の
併
任
徴
収
へ

町
職
員
ら
に
辞
令

　

嘉
島
町
議
会
の
令
和
元
年
第
２

回
定
例
会
は
６
月
４
～
６
日
の
３

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
荒
木
町

長
は
子
育
て
世
代
の
転
入
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
嘉
島
西
小
の
校

舎
整
備
を
進
め
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
校
舎

と
し
て
現
在
、
利
用
し
て
い
る
旧

幼
稚
園
舎
を
解
体
。
そ
の
跡
地
を

活
用
し
て
校
舎
の
増
改
築
を
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

定
例
会
で
は
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
は
じ
め
追
加
議

案
を
含
む
15
議
案
（
条
例
９
件
、

予
算
２
件
、
そ
の
他
４
件
）
な
ど

を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
承

認
。
一
般
会
計
予
算
は
４
８
０
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
55
億

３
８
７
１
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。 　

荒
木
町
長
の
町
政
報
告
な
ど
詳

し
く
は
次
号
「
広
報
か
し
ま
７
月

号
」
で
お
伝
え
し
ま
す
。

町 議 会
６月定例会
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熊
本
地
震
の
被
災
者
の
恒
久
的

な
住
ま
い
と
な
る
嘉
島
町
の
災
害

公
営
（
復
興
）
住
宅
の
整
備
が

着
々
と
進
み
、
９
月
に
も
入
居
が

始
ま
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
震
災
被
災
世
帯
を
対
象

に
行
っ
た
意
向
調
査
を
基
に
、
町

内
４
カ
所
に
合
わ
せ
て
54
戸
の
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
・
整
備
を
計

画
。
２
年
前
、
独
立
行
政
法
人
・

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
と
基
本

協
定
を
結
び
、
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

８
月
に
完
成
が
見
込
ま
れ
る
の

は
蔵
園
（
上
島
）
10
戸
と
浮
明

（
鯰
）
９
戸
の
両
団
地
の
計
19
戸
。

順
調
に
進
め
ば
、
９
月
に
も
入
居

を
希
望
す
る
被
災
世
帯
の
引
っ
越

し
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

残
る
荒
尾
（
上
六
嘉
）
18
戸
と

門
ノ
久
（
西
村
）
17
戸
の
両
団
地

の
計
35
戸
に
つ
い
て
も
、
年
内
の

完
成
を
目
指
し
た
整
備
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
伴
っ

て
今
後
、
震
災
直
後
か
ら
応
急
的

に
設
置
さ
れ
て
き
た
仮
設
住
宅
団

地
の
整
理
、
集
約
も
検
討
課
題
に
。

町
内
11
カ
所
の
仮
設
団
地
、
み
な

し
仮
設
住
宅
の
入
居
被
災
者
は

◆
土
の
う
袋
６
０
０
枚
を
嘉
島
町

に
寄
贈　

梅
雨
ど
き
を
控
え
た
４

月
19
日
、
河
川
防
災
な
ど
に
欠
か

せ
な
い
土
の
う
袋
が
嘉
島
町
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
地
勢
が
緑
川
や
加
勢
川
な

ど
１
級
河
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
防
災
士
会

が
「
万
が
一
の
備
え
に
」
と
最
新

の
土
の
う
袋
６
０
０
枚
を
贈
っ
た

な
ど
に
立
地
し
て
い
る
仮
設
団
地

に
関
し
、
町
で
は
入
居
者
の
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
、
仮
設
の
集
約

先
な
ど
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
は
鯰
の
嘉
島
店
が

平
成
２
年
に
開
業
し
、
芝
原
は
町

内
２
店
舗
目
。
起
工
式
で
、
同
社

の
廣
瀬
舜
一
会
長
は
食
品
ス
ー

パ
ー
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
大
型
の
新
店
舗
へ
の
期

待
を
表
明
し
、
荒
木
町
長
も
震
災

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
る

土
地
区
画
整
理
事
業
の
芝
原
地
区

へ
の
進
出
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
３
３
３
世
帯
、
９
３
９

人
に
上
り
ま
し
た
が
、
今
年
３
月

末
現
在
、
１
０
２
世
帯
、
２
４
０

人
ま
で
減
少
。
町
内
各
区
の
公
園

も
の
で
す
。

　

役
場
建
設
課
を
訪
れ
た
同
会
の

宮
下
正
一
支
部
長
か
ら
土
の
う
袋

を
受
け
取
っ
た
西
郡
豊
孝
課
長
は

「
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
の
た

め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
町
消
防
団
の
分
団
長
ら
県
消
防

学
校
入
校　

４
月
に
辞
令
を
受
け

た
嘉
島
町
消
防
団
の
分
団
長
４
人

が
５
月
10
、
11
の
両
日
、
県
消
防

学
校
に
入
校
し
、
幹
部
団
員
と
し

て
の
教
養
を
深
め
る
な
ど
の
訓
練

に
臨
み
ま
し
た
。

　

入
校
に
先
立
ち
、
分
団
長
ら
は

申
告
を
役
場
で
行
い
、
荒
木
町
長

と
森
嶋
英
治
団
長
か
ら
激
励
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
芝
原
地
区
に
新
た
な
店

舗
を
建
設
す
る
「
Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
」

（
ホ
ー
ム
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト

ひ
ろ
せ
、
本
社
・
大
分
市
）
の
起

工
式
＝
写
真
＝
が
５
月
15
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
家
電
量

販
店
「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
嘉
島
店
」

南
隣
の
約
１
・
８
㌶
の
敷
地
に
新

築
す
る
新
店
舗
は
、
鉄
骨
造
り
平

屋
建
て
で
床
面
積
６
０
０
０
平
方

㍍
。
完
成
は
11
月
の
予
定
で
、
地

元
か
ら
の
新
規
採
用
も
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

９月にも入居へ
嘉島町　災害公営住宅

４
団
地
54
戸
…
整
備
着
々
と

Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ

新
店
舗
起
工
式

嘉
島
２
店
目

上は嘉島町災害公営住宅２ＬＤＫ仕様の
平面図。下は立面図。なお、３ＬＤＫも四
つの団地にそれぞれ１戸ずつ整備される

イメージ
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嘉
島
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
九
州
熊
本
工
場
が
国
の
２
０

１
９
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者

に
選
ば
れ
、
東
京
の
憲
政
記
念

館
で
４
月
26
日
に
開
か
れ
た

「
み
ど
り
の
式
典
」
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
式
典
に
は
同
工
場
は
じ
め
全

国
か
ら
選
ば
れ
た
功
労
者
13
団

体
・
個
人
が
列
席
。
菅
義
偉
官

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
嘉
島
西
小
５
年
の

松
本
康
佑
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
、

溝
部
和
奏
さ
ん
（
西
小
５
年
）
と

内
浦
く
る
み
さ
ん
（
嘉
島
中
３

年
）
が
入
選
、
そ
し
て
西
山
舞
乙

さ
ん
（
同
２
年
）
も
サ
ン
ト
リ
ー

特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

溝
部
さ
ん
の
作
品
は
意
表
を
突
く

か
の
よ
う
に
町
特
産
・
大
豆
の
絵

を
描
き
、
お
い
し
い
豆
腐
や
特
産

品
も
生
み
出
し
て
く
れ
る
町
に
湧

く
「
き
れ
い
な
水
を
大
切
に
し
た

い
」
と
つ
づ
り
、
講
評
を
行
っ
た

審
査
員
も
注
目
。

　

今
回
が
３
回
目
。
小
学
生
低
学

年
と
高
学
年
、
中
学
生
の
３
部
門

に
合
わ
せ
て
約
７
０
０
点
に
上
る

応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
同
工
場

で
は
５
月
末
ま
で
入
賞
作
品
展
が

開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

房
長
官
が
代
表
に
表
彰
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
、
阿
蘇
外
輪
山
で

水
源
林
「
天
然
水
の
森　

阿
蘇
」

（
計
４
２
０
㌶
）
づ
く
り
を
進
め

る
一
方
、
稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
に

水
を
張
る
「
冬
水
田
ん
ぼ
」
に
も

取
り
組
む
地
下
水
の
涵
（
か
ん
）

養
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

県
内
か
ら
26
団
体
・
個
人
が
緑
化

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

水
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
を
絵

と
文
章
で
表
現
す
る
「
水
と
く
ま

も
と
絵
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
」（
熊
日
主
催
）
の
表
彰
式
が

４
月
20
日
、
嘉
島
町
の
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
で
開
か
れ
、

入
賞
し
た
小
中
学
生
30
人
が
表
彰

　☆春の町内一斉清掃　６月の環境月間に先
駆け、今年も嘉島町恒例の一斉清掃活動が好
天に恵まれた４月 21日、各所で繰り広げら
れました＝写真上左。
　町内 13の各区それぞれで重点箇所へ繰り
出したり、思い思いにクリーン作戦を展開し
たり。朝早くから水路の土手や道路沿いなど
で草を刈る一方、排水路をさらうなど日ごろ
手が回らない箇所の清掃に汗を流す様子が各
所で見掛けられました。

　☆「緑川の日」でも　嘉島町をはじめ緑川の
流域各地で４月29日、住民有志による一斉清
掃が行われました。この日を「緑川の日」と提
唱し、今年で26回目となるクリーン作戦です。
　本部会場の犬渕河川敷の開始セレモニーで、
「緑川の日」実行委員会委員長の荒木町長が
「ふるさとの緑川を美しくきれいにして、新し
い時代『令和』へと受け継いでいきましょう」
と清掃開始を宣言。

　参加した約 400 人はごみ袋を手に河川敷
一帯から右岸堤防の土手まで投げ捨てられ
たペットボトルや空き缶など拾い集めました。
川面に繰り出した水上バイクの愛好者らは手
が届きにくい川岸などに打ち寄せられた投棄
ごみを回収していました＝同上右。
　平成６年に始まった緑川一斉清掃は例年、
嘉島町など流域３市６町村で４～６月に繰り
広げられ、参加住民は延べ２万人前後に上る
ということです。

　☆ツクシイバラ見事に　上六嘉の奥田照香
さん宅の庭にツクシイバラの花が咲き誇って
いました。ツクシイバラは野バラで５月下旬
から６月上旬にかけて花を咲かせます。花が
大きく葉に照りがあるそうです。10年ほど前
に１本の枝を譲り受けたのがきっかけで、今
では毎年大きな花を咲かせるように。奥田さ
んは「これからも花が咲くのを楽しみに大切
に育てていきたいです」と話していました。

町内の小中学生　入賞
――― 水とくまもと絵画メッセージコンテスト

功労者表彰
国の緑化推進

嘉
島
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
工
場

環
境
月
間
に
先
駆
け

町
内
も
緑
川
流
域
も

きれいに

見事に！
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嘉
島
町
は
５
月
７
～
10
日
、
新

天
皇
ご
即
位
へ
の
祝
意
を
表
す
る

一
般
記
帳
所
を
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
の
「
退
位
礼
正
殿
の

儀
」、
５
月
１
日
の
「
即
位
後
朝

見
の
儀
」
と
続
い
た
皇
位
継
承
に

伴
う
宮
中
儀
式
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
報
道
な
ど
も
あ
っ
て
期
間
中
、

特
設
さ
れ
た
町
の
記
帳
所
に
も
訪

ね
る
町
民
の
方
々
が
見
掛
け
ら
れ 　

新
天
皇
の
ご
即
位
に
伴
い
、
嘉

島
町
か
ら
コ
メ
と
ア
ワ
を
供
納
す

る
献
穀
事
業
で
最
初
の
神
事
と
な

る
清
祓
（
き
よ
は
ら
い
）・
播
種

（
は
し
ゅ
）
祭
＝
写
真
＝
が
５
月

14
日
、
井
寺
の
水
田
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
献
穀
事
業
推
進
協
議
会
長
の

荒
木
町
長
を
は
じ
め
、
上
益
城
郡

各
町
や
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
者

約
１
０
０
人
が
参
加
。
栽
培
田
を

清
め
、
豊
作
を
願
っ
て
種
を
ま
く

神
事
を
行
い
、
荒
木
町
長
ら
の
激

励
に
対
し
、
令
和
元
年
の
献
納
者

に
選
ば
れ
、
栽
培
に
当
た
る
地
元

の
農
業
者
、
坂
井
信
房
さ
ん
、
靖

子
さ
ん
夫
妻
が
「
丹
精
込
め
て
育

て
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
宮
中
で
秋
に
行
わ
れ
る

五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
に
感

謝
す
る
行
事
「
新
嘗
祭
（
に
い
な

め
さ
い
）」
は
、
新
天
皇
ご
即
位

の
年
に
限
り
、
皇
位
継
承
の
重
要

祭
祀
（
さ
い
し
）「
大
嘗
祭
（
だ

い
じ
ょ
う
さ
い
）」
と
し
て
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
の
庭
積

（
に
わ
つ
み
）
の
机
代
物
（
つ
く

え
し
ろ
も
の
）
と
し
て
、
コ
メ
と

ア
ワ
が
坂
井
さ
ん
夫
妻
は
じ
め
全

国
か
ら
供
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

一
連
の
献
穀
事
業
で
は
６
月
16

日
に
お
田
植
祭
、
10
月
上
旬
に
抜

穂
祭
、
10
月
中
旬
に
奉
告
祭
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
の

場
合
、
県
内
10
地
区
の
持
ち
回
り

で
、
嘉
島
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。 　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

４
月
20
日
、
定
期
総
会
を
町
民
会

館
で
開
き
、
健
康
の
維
持
を
図
り
、

社
会
奉
仕
に
取
り
組
む
新
年
度
の

活
動
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

津
出
悦
男
会
長
が
「
老
人
ク
ラ

ブ
の
基
本
理
念
『
健
康
、
友
愛
、

奉
仕
』
に
の
っ
と
り
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

地
域
の
た
め
で
き
る

こ
と
に
協
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
、
荒
木
町
長

も
町
内
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
）
26
・

６
％
な
ど
に
触
れ
な

が
ら
「
豊
か
な
人
生

経
験
を
生
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り

に
も
指
導
、助
言
を
」

と
祝
辞
。

　

昭
和
７
年
生
ま
れ

の
米
寿
（
88
歳
）
会
員
33
人
の
代

表
、
六
嘉
晉
さ
ん
（
上
六
嘉
）
に

表
彰
状
＝
写
真
、
前
会
長
の
中
島

敬
也
さ
ん
ら
役
職
退
任
者
３
人
に

は
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
管
理
者
、
早
川
眞
澄
さ

ん
の
健
康
講
話
の
ほ
か
、
恒
例
の

各
単
位
ク
ラ
ブ
が
趣
向
を
凝
ら
す

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
他
の
新
年
度
役
員
は
次
の

通
り
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

▽
副
会
長　

藤
木
勝
也
（
下
仲

間
）
野
内
廣
美
（
西
村
）
▽
監
事

甲
斐
原
正
孝
（
井
寺
）
中
山
忍

（
上
仲
間
）
▽
事
務
局
長　

都
冨

懭
（
上
島
）
▽
女
性
部
長　

廣
田

惠
子

ま
し
た
。

　

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
記
帳
し
た

人
は
59
人
で
、
芳
名
録
は
宮
内
庁

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

話
題
を
呼
ん
だ
「
令
和
元
年
」

初
日
に
ち
な
む
〝
令
和
婚
〟
で
す

が
、
町
へ
は
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
か

ら
め
で
た
く
婚
姻
届
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
婚
姻
届
は
「
平
均
し
て

月
に
３
組
」（
役
場
町
民
課
）
と

い
う
こ
と
で
す
。

嘉島町役場の玄関ロビーに
開設された記帳所

町事業推進協

田
清
め
種
ま
き

献
穀
者　

坂
井
さ
ん

夫
妻
決
意

町老人クラブ連合会総会

津出会長ら新体制へ

令
和
幕
開
け

町
に
記
帳
所

婚
姻
届
４
組

広報かしま 2019.6

5



　第 23 回水辺の郷（さと）球友杯
ビーチバレー大会が４月 21 日、嘉
島町民体育館で開催されました。上
益城郡内から 36 チーム、約 200 人
が参加して熱戦を展開。嘉島町の球
友会Ｂが高年の部で、球友会Ａも
70 歳以上の部で、それぞれ準優勝
を果たしました。
　結果は次の通りです。
　 ▽ 70 歳以上の部　①陣クラブ②
球友会Ａ③滝辺木 ▽高年の部　①ブ
ルースカイ②球友会Ｂ③なでしこ ▽

中年の部　①ルーキーズＳ②ワッフ
ル③アグリ ▽若手の部　①高級倶楽
部Ａ②ＫＮＯＴ③Ｄｅｆｆ

　嘉島町の小学生たちが交通ルール
を学ぶ新学期恒例の交通教室が東小
（４月17日＝写真上）、西小（５月13
日＝同下）でそれぞれ開かれました。
　東小は全校児童、西小は１～４年
生が参加。児童たちは、御船署員や
町交通指導員らの指導で学校近くの
交差点などに出ると、まず左右の安
全を確認、しっかり手を挙げて横断
したり、グラウンドでも安全な自転
車の乗り方について学んだりしてい
ました。

熱き挑戦
輝く絆

心を揺らせ嘉島魂

熱戦を展開
水辺の郷球友杯ビーチバレー

熱心に学習
嘉島東、西小で交通教室

嘉島中
体育大会
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嘉
島
中
の
第
69
回
体
育
大
会
は
雨
で
１
日
順
延
さ
れ

て
５
月
19
日
、「
全
力
笑
舞
～
熱
き
挑
戦　

輝
く
絆　

心
を
揺
ら
せ
嘉
島
魂
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
予
報
も
あ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
し
た
が
、
呼
び
物
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
と
「
民

舞
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
全
校
ダ
ン
ス
は
じ
め
、
徒
競
走
な

ど
熱
い
戦
い
が
相
次
ぎ
、
同
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
生
徒
や

応
援
に
駆
け
つ
け
た
家
族
ら
の
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

嘉島中　体育大会

力

笑

舞

雨
で
順
延

曇
天
吹
き
飛
ば
す

全
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　嘉島東小の運動会は５月 25 日に開かれ、強烈
な日差しにもかかわらず児童たちは元気いっぱい
グラウンドを駆け回っていました。今年のスロー
ガンは「令和最初の運動会　赤団　白団～心を
一つに全力で挑戦！」。徒競走にリレー、玉入れ、
綱引き、おなじみのフォークダンスなど終始、歓
声が上がっていました。

嘉島東小
　運動会元気いっぱい

令和最初の運動会
　　　　赤団　白団

心を一つに　全力で挑戦！
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　「一人一人が主役　みんなきらきら　令和最初
の運動会」をスローガンに掲げた嘉島西小の運
動会は５月 25 日、同小グラウンドで開催。最高
気温が 30 度を超す「真夏日」とあって、ウオー
ターブレイクの途中休憩を挟むなど熱中症対策も。
児童たちは暑さに負けず、徒競走やダンスなど練
習の成果を発揮していました。

嘉島西小
　運動会 暑さに負けず

一人一人が主役
　　　みんなきらきら

令和最初の運動会
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
例

年
よ
り
ほ
ぼ
１
カ
月
遅
れ
の
５
月

11
～
20
日
、
各
地
で
繰
り
広
げ
ら

れ
、
嘉
島
町
で
も
御
船
署
管
内
４

町
合
同
出
発
式
が
開
か
れ
る
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
機
運
を
高
め

る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆
令
和
元
年
「
４
町
合
同
出
発

式
」　

統
一
地
方
選
の
た
め
５
月

に
ず
れ
込
ん
だ
同
運
動
に
先
駆
け

10
日
、
町
民
会
館
で
１
５
０
人
が

参
加
し
て
開
催
。
主
催
者
を
代
表

し
て
荒
木
町
長
が
「
後
を
絶
た
な

い
悲
惨
な
事
故
を
一
掃
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
町
交

通
安
全
母
の
会
の
中
村
鈴
代
会
長

が
交
通
安
全
を
誓
っ
て
宣
言
。
参

加
者
ら
は
町
交
通
指
導
員
の
坂
井

信
房
隊
長
の
号
令
で
事
故
防
止
な

ど
訴
え
る
各
町
の
パ
レ
ー
ド
に
出

発
し
ま
し
た
。
無
事
故
・
無
違
反

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
町
内
か
ら
入
賞

し
た
米
満
商
会
と
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆
荒
木
町
長
も
〝
出
動
〟　

同

運
動
期
間
中
、
登
校
す
る
児
童
・

生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
保
護
者

や
町
交
通
安
全
協
会
、
母
の
会
、

町
議
会
議
員
、
町
職
員
が
連
日
、

町
内
の
主
要
交
差
点
に
立
っ
て
街

頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
荒
木
町

長
も
14
日
、
嘉
島
東
、
西
両
小
の

児
童
や
嘉
島
中
の
生
徒
の
通
学
を

見
守
り
ま
し
た
。

　

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

15
日
、

嘉
島
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
役
場

前
で
行
き
交
う
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

ら
に
「
優
し
い
運
転
を
」
な
ど
と

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

◆
高
齢
運
転
者
に
ア
ピ
ー
ル　

　

交
通
安
全
に
ち
な
ん
だ
特
別

ル
ー
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
15
日
に
高
田
み
ん
な
の
広
場

で
開
か
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

母
の
会
、
交
通
指
導
員
ら
が
出
場

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
母
の
会

チ
ー
ム
の
齊
藤
幸
代
さ
ん
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
に
輝
く
な
ど
各

チ
ー
ム
が
健
闘
し
ま
し
た
。

写
真
上
は
安
全
運
転
を
お
願
い
す
る
嘉
島
保
育
園
の
園
児
た
ち
。

同
下
右
は
特
別
ル
ー
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
も
交
通
安

全
を
訴
え
。
荒
木
町
長
も
街
頭
に
立
ち
、
登
校
す
る
児
童
・
生
徒

た
ち
を
見
守
っ
た
（
同
下
左
）

多
彩
な
呼
び
掛
け

写
真
上
は
町
民
会
館
で
開
か
れ
た
４

町
合
同
出
発
式
。
同
左
は
パ
レ
ー
ド

出
発
を
告
げ
る
町
交
通
指
導
員
の
坂

井
信
房
隊
長

嘉島で 合同出発式
春の全国交通安全運動

守
れ
！ 
子
ど
も
、高
齢
者

統
一
地
方
選
で

１
カ
月
遅
れ
に
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町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
会
長
・

荒
木
町
長
）
で
、
①
会
場
は
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
屋
上
駐
車
場
②
17

時
半
に
開
幕
―
と
す
る
ま
つ
り
開

催
要
領
を
了
承
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
打
ち
上
げ
花
火
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
通
り
「
午
後
８
時
ス

タ
ー
ト
」
と
す
る
基
本
方
針
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

今
夏
の
客
演
陣
は
、
少
女
舞
踏

団
の
花
童
「
ザ
・
わ
ら
べ
」
と

キ
ー
ボ
ー
ド
の
弾
き
語
り
「
Ｓ

ａ
ｌ
ａ
ｈ
（
サ
ラ
）」
さ
ん
で
す
。

地
元
か
し
ま
太
鼓
、
嘉
島
中
吹
奏

楽
部
、
町
消
防
音
楽
隊
、
Ｂ-

ｆ

ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
出
演
も

決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
司
会
は
タ
レ
ン
ト

の
「
お
が
っ
ち
」
さ
ん
が
務
め
ま
す
。

ま
つ
り
当
日
の
舞
台
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
詳
細
は
次
号
「
広
報
か
し

ま
」
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
雨
や
荒
天
の
た
め
、
８
月
３

日
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

中
止
と
な
っ
た
場
合
、
打
ち
上
げ

花
火
の
み
８
月
９
日
（
金
曜
）
に

順
延
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
夏
を
彩
る
「
か
し
ま

水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０
１

９
」
の
８
月
３
日
（
土
曜
）
開
催

が
決
ま
り
ま
し
た
。
令
和
で
初
と

な
る
今
夏
も
「
新
た
」
な
ま
つ
り

の
だ
い
ご
味
を
お
楽
し
み
い
た
だ

く
企
画
満
載
で
す
。

　

５
月
13
日
、
役
場
で
開
か
れ
た

荒
木
町
長
の
協
力
要
請
を
受
け
、

今
夏
の
ま
つ
り
開
催
要
領
を
了
承

し
た
町
実
行
委
員
会

打ち上げ花火にステージも

かしま水の郷まつり ２０１９ 
令
和
「
新
た
」
に

　

  
８
月
３
日
開
催
町実行委員会

▼
▼
▼
昨
夏
の

　
　

     

ま
つ
り
か
ら
▲
▲
▲

▶▶▶まつり会場　出店希望募る…今月 28 日締め切り

▶▶▶

　

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
８
月
３
日
の
ま
つ
り

当
日
、
会
場
へ
の
出
店
希
望
者
を

次
の
通
り
募
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　

６
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
28
日
（
金
）

○
対
象
者

　

�

町
内
居
住
者
、
お
よ
び
町
内
に

店
舗
を
構
え
る
事
業
者

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

　

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

・�

店
舗
の
営
業
許
可
書
（
業
者

の
方
の
み
必
要
）

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
居
住
者
の
名
義
を

借
り
て
の
出
店
に
つ
き
ま
し
て
は

固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
名
義

の
「
貸
し
借
り
が
あ
っ
た
」
と
確

認
さ
れ
た
場
合
、
出
店
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局

　
（
役
場
企
画
情
報
課
）

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１
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ご
注
意
く
だ
さ
い

鯰
・
上
島
・
上
仲
間 

街
区
単
位
修
正
作
業
を
行
い
ま
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
熊
本
地
震

前
に
作
成
さ
れ
た
登
記
所
備
え
付
け
地

図
の
街
区
単
位
修
正
作
業
（
測
量
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
登
記
所
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
地
図
は
、
土
地
の
境
界
を

現
地
に
復
元
で
き
る
精
度
の
高
い
地
図

で
す
。
し
か
し
、
熊
本
地
震
に
伴
う
地

殻
変
動
に
よ
り
、
一
部
の
土
地
が
不
規

則
に
移
動
し
、
土
地
の
境
界
と
地
図
の

間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
を
解
消
す
る
た
め
、
該
当
す
る
地
区

を
街
区
単
位
で
修
正
し
ま
す
。

○
作
業
期
間　

12
月
13
日
ま
で

○
作
業
対
象
地
域　

嘉
島
町
大
字
鯰
・

大
字
上
島
・
大
字
上
仲
間
の
そ
れ
ぞ
れ

一
部（
嘉
島
西
部
土
地
区
画
整
理
地
区
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
復
興
事
業
対
策
室

☎
３
６
４－

２
２
２
１

嘉
島
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の 

見
直
し
を
実
施
し
ま
す

　

町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
農

業
の
振
興
を
図
る
べ
き
区
域
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
土
地
の
農
業
上
の
有
効
利

用
と
農
業
振
興
の
施
策
を
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
に
定
め
た
計
画
で
す
。

　

今
回
、
整
備
計
画
の
全
体
的
な
見
直

し
を
実
施
す
る
た
め
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
な
ど
の
随
時
受
け
付
け
を
一
時

停
止
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
受
け
付
け
停
止
期
間

　
　

～
令
和
２
年
３
月
（
予
定
）

　
　

役
場
農
政
課
整
備
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ 

～
現
況
届
提
出
の
お
願
い
～

　

毎
年
、
５
月
後
半
に
農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
に
独
立
行

政
法
人
・
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況

届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
況
届
は
引
き
続
き
農
業
者
年
金
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い

て
、
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

必
ず
６
月
末
日
ま
で
に
町
農
業
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
11
月
か
ら
の
年
金
の

支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
家
族
の
方
の
代

筆
・
提
出
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。

　

特
に
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の

で
直
接
、
町
農
業
委
員
会
ま
で
持
参
願

い
ま
す
。
書
き
方
な
ど
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会

☎
２
３
７－

２
６
２
９

６
月
期
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

２
月
分
～
５
月
分
の
児
童
手
当
の
振

り
込
み
は
、
６
月
10
日
（
希
望
金
融
機

関
口
座
へ
）。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
6
月
28

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

○
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し

○
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い
る
場

合
は
別
居
監
護
申
立
書

※
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育

て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
下

支
え
・
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

嘉
島
町
で
も
、
国
が
定
め
た
基
準
に
沿
っ

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者

①
２
０
１
９
年
度
分
住
民
税
非
課
税
者

（
住
民
税
課
税
者
の
配
偶
者
・
扶
養
親

族
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）。

※�

課
税
状
況
な
ど
の
確
認
を
行
う
た
め
、

事
前
申
請
方
式
と
な
り
ま
す
（
対
象
者

に
は
８
月
頃
に
申
請
書
を
送
付
予
定
）。

②
16
年
４
月
２
日
～
19
年
９
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

※
９
月
頃
に
購
入
引
換
券
を
送
付
予
定
。

○
使
用
可
能
額

①
２
万
５
千
円
（
販
売
額
２
万
円
）

②
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
２
万
５
千
円

（
同
２
万
円
）

※�

１
セ
ッ
ト
５
千
円
（
同
４
千
円
）
で

販
売
し
、
購
入
者
の
希
望
に
応
じ
て

最
大
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
能
。

○
割
引
率
（
プ
レ
ミ
ア
ム
分
）
25
％

　

商
品
券
の
購
入
方
法
、
販
売
場
所
、

販
売
期
間
、
使
用
期
間
、
使
用
可
能
店

舗
な
ど
の
詳
細
は
決
定
次
第
随
時
、
広

報
か
し
ま
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　

今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
の
申
告
・
納
付
期

間
は
６
月
３
日
～
７
月
10
日
で
、
労
働

保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局

（
口
座
振
替
の
ご
利
用
者
を
除
く
）
で

申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
19
日
～
７
月
８
日
、
県

内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受
付
会
場
で

も
申
告
で
き
ま
す
（
納
付
は
申
告
後
、

日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
ま

た
は
郵
便
局
で
）。
集
合
受
付
会
場
の

日
程
な
ど
は
送
付
す
る
申
告
書
に
同
封

の
「
熊
本
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

で
確
認
く
だ
さ
い
。	

　

な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る

際
に
は
、「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保

険
料
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
持
参
願
い
ま
す
。		



　

年
度
更
新
手
続
を
怠
る
と
、
国
が
職

権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保

険
料
の
額
を
決
定
し
た
上
で
追
徴
金
を

徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
申
告
・
納
付
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。	

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
い
て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
る
場
合
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
を
含
む
）
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
ま
だ
労

働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て

い
な
い
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
で
相
談
の
上
、
速
や
か
に
加
入
願

い
ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法
）

　

☎
０
１
２
０－

０
０
８－

７
１
５

　

�

熊
本
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴

収
室

　
（
年
度
更
新
に
関
す
る
こ
と
）

☎
２
１
１－

１
７
０
２

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
。

ご
存
じ
で
す
か

？

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
お
お
む
ね

月
２
回
検
査
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

に
採
水
容
器
を
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
、

検
査
日
当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び

検
査
代
金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機

６ 月 の 納 税 等 ７ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税………………… ①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期
介護保険料
保育所利用料…………… ６ 月分
町営住宅使用料………… ６ 月分
下水道使用料…………… ５ 月分
納期限日（口座振替日）
　　７月１日（月）

固定資産税……………… ②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期
介護保険料
保育所利用料…………… ７ 月分
町営住宅使用料………… 7月分
下水道使用料…………… ６ 月分
納期限日（口座振替日）
　　７月31日（水）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

６月26日
７月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）
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○
環
境
活
動
に
参
加
す
る

・
環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

自
然
観
察
会
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

・
地
域
の
清
掃
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

○
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
活
を

・
電
気
や
燃
料
の
無
駄
遣
い
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

・
外
出
す
る
時
は
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

・
物
は
大
切
に
長
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

消
費
税
軽
減
税
率
対
応 

レ
ジ
な
ど
の
導
入
、
改
修
支
援

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品
を
扱
う
店

舗
な
ど
は
複
数
税
率
に
対
応
し
た
レ
ジ

や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で
す
。
現
在
、

国
が
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
導
入
・
改
修
費

用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

九
州
経
済
産
業
局

　
　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
　

☎
０
１
２
０－

３
９
８－

１
１
１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済 

使
用
時
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
支
援

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、
来
年

関
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
検
査
日　

７
月
３
日
（
水
）、
７
月

17
日
（
水
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
」
を
ご

覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ
さ

い
。

○
検
査
項�

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
２
４
０
円
（
採
水
し

休日当番医

６月16日（日）大串内科（嘉島町）�
� ☎２３４－７８７３

６月23日（日）みふね眼科（御船町）�
� ☎２８２－３７１１

６月30日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町）�
� ☎２３７－０００３

７月７日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）�
� ☎２８２－００７０

７月14日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）�
� ☎２８１－１１１２

７月15日（月・祝）のぐち皮ふ科（嘉島町）�
� ☎２３７－４１１２

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、
百
円
未
満
切
り
捨

て
）。
後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

※
検
査
日
に
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、

検
査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
別
途
、
水
質
検
査
を
さ
れ
た
場
合
の

補
助
額
は
、
上
限
２
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
県

で
は
「
第
３
次
熊
本
県
健
康
食
生
活
・

食
育
推
進
計
画
～
く
ま
も
と
食
で
育
む

命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
～
」
に
基
づ
き
、

食
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の

大
切
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど
、

家
族
や
身
近
な
人
と
大
事
な
「
食
」
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

「
環
境
月
間
」
も
今
月

　

毎
年
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
全
国

各
地
で
環
境
に
関
す
る
行
事
や
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、「
環
境
」
に
つ
い
て
考
え

行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
節
電
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
自
然
環
境
の

保
全
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
、
一
人
一

人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
今
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
、
抑
制
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う

○
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら

・
再
生
品
や
省
エ
ネ
型
の
器
具
を
選

び
ま
し
ょ
う

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
力
と
し
た
設

備
や
低
公
害
車
を
選
び
ま
し
ょ
う

↑
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菊
池
恵
楓
園
「
絵
画
展
」
開
催

　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
「
菊
池
恵

楓
園
」
の
絵
画
展
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。
詩
の
朗
読
会
も
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　

６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
６
月
26
日
（
水
）

○
場
所　

県
立
図
書
館
（
熊
本
市
）

※
６
月
22
日
は
「
ら
い
予
防
法
に
よ
る

被
害
者
の
名
誉
回
復
お
よ
び
追
悼
の

日
」
で
す
。

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
１
０

６
月
ま
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

使
用
し
た
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
つ

い
て
国
が
支
援
し
ま
す
。
支
援
対
象
は

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
営
む
店
舗
な

ど
で
、
原
則
全
産
業
が
対
象
で
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

�

九
州
経
済
産
業
局
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
務
局

　
　

☎
０
５
７
０－

０
０
０－
６
５
５

政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
の
実
施

　

政
府
は
昭
和
28
年
か
ら
戦
没
者
遺
骨

の
収
集
に
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

遺
骨
を
完
全
に
収
集
す
る
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
肉
親
が

亡
く
な
っ
た
現
地
で
の
慰
霊
巡
拝
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸

上
お
よ
び
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上

な
ど
に
お
け
る
戦
没
者
、
旧
ソ
連
・
モ

ン
ゴ
ル
地
域
に
お
い
て
抑
留
中
に
死
亡

し
た
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

慰
霊
巡
拝
事
業
に
は
選
考
基
準
等
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
県
社
会
福
祉
課

☎
３
３
３－

２
１
９
９

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
動
物
の
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世

話
や
し
つ
け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で
き

る
か
、
経
済
的
負
担
や
家
庭
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
育
が
で
き
る
か
な
ど
の
点
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

保
育
士
就
職
面
談
会

　

県
内
の
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
約
40
園
が
集
ま
り
、
就
職
に
向
け
た

面
談
を
行
う
「
保
育
士
就
職
面
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
子
育
て
支
援
員
や
栄
養
士
、
調

理
師
な
ど
と
し
て
保
育
園
な
ど
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
半
～
15
時
半

○
会
場　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

○
参
加
費　

無
料

　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
３
２
２－

８
０
７
７

参
加
し
ま
せ
ん
か

脳
い
き
い
き 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

今
年
度
下
半
期
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
「
脳
い
き
い
き
教
室
」
や
サ
ロ
ン

な
ど
地
域
の
通
い
の
場
に
お
い
て
、
パ

ズ
ル
な
ど
を
用
い
た
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、
脳
い
き
い
き
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
脳
い
き
い
き
教
室

や
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
に
お
い
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方

○
日
程

７
月
～
９
月
の
火
曜　

10
時
～
11
時
半

・
第
１
回　

７
月
16
日

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

・
第
２
回　

７
月
23
日

　

記
憶
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
３
回　

７
月
30
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
①

・
第
４
回　

８
月
６
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
②

・
第
５
回　

８
月
20
日

　

読
み
書
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
６
回　

９
月
３
日

　

コ
グ
リ
ハ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
７
回　

９
月
10
日

　

認
知
機
能
評
価
を
学
ぶ

・
第
８
回　

９
月
24
日

　

ま
と
め

松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

６
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

○
時
間

・
小
学
部　

９
時
45
分
～
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
～
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
～
10
時
30
分

○
会
場

　
　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６
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○
会
場

　

町
民
会
館
２
階
大
会
議
室
（
第
４
、

５
回
は
町
役
場
２
階
大
会
議
室
）

○
定
員　

30
人

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
方
法

６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時

○
会
場

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

校
舎
玄
関
前
駐
車
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

「
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通 

支
援
者
養
成
講
習
会
」
の
受
講
者

　

県
が
実
施
す
る
こ
の
講
習
会
は
、
失

語
症
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
失

語
症
の
症
状
や
対
応
方
法
を
理
解
し
、

会
話
の
支
援
や
日
常
生
活
上
の
外
出
の

際
に
意
思
疎
通
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行

え
る
支
援
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

受
講
者
の
募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

県
障
が
い
者
支
援
課

☎
３
３
３－

２
２
３
５

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○�

内
容　

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
か
ら

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
、
資

格
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

～
７
月
31
日
（
水
）

○
訓
練
期
間　

９
月
３
日
（
火
）

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
福
祉
相
談

　

心
の
悩
み
を
抱
え
る
本
人
や
家
族
、

関
係
者
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
に
当
た
っ
て
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
時
間
は
13
時
半
か
ら
16
時
ま
で
。

相
談
場
所
は
御
船
保
健
所
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
希
望
が
丘
病
院
担
当
日

・
７
月
５
日

・
８
月
２
日
・
９
月
６
日

・
10
月
４
日
・
11
月
１
日

・
12
月
６
日

令
和
２
年

・
１
月
10
日
・
２
月
７
日

・
３
月
６
日　

○
益
城
病
院
担
当
日

・
６
月
18
日

・
７
月
16
日
・
８
月
20
日

・
９
月
17
日
・
10
月
15
日

・
11
月
19
日
・
12
月
17
日

令
和
２
年

・
１
月
21
日
・
２
月
18
日

・
３
月
17
日

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

無
料
の
登
記
相
談　
予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
土
地
・
建
物
な
ど
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

術
）
を
習
得
し
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
課
程
修
了
者
と
し
て
就
職
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

～
７
月
31
日
（
水
）

○
訓
練
期
間　

９
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
11
月
29
日
（
金
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

６
４
７
７
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

オ
ル
ケ
ス
タ

　

熊
本
市
東
区
尾
ノ
上
２－

５－

７

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
　
　

～
11
月
29
日
（
金
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

９
４
０
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２－

１－

24

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
養
成
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○�

内
容　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す

る
知
識
理
解
・
生
活
援
助
（
介
護
技

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】
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↑

　

上
益
城
郡
５
町
の
消
費
生
活
相
談
室

に
は
昨
年
度
１
年
間
に
４
９
９
件
（
前

年
度
よ
り
47
件
増
）
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
嘉
島
町
の
相
談

室
に
は
、
98
件
（
同
27
件
増
）
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
相
談
員
の
所
感
】

　

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々
変

化
し
、
復
興
関
連
の
契
約
問
題
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
ロ
ー
ン
な
ど
の
お
金
に
関
す

る
悩
み
な
ど
消
費
者
相
談
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
暮
ら
し
に
大
き
な
喜
び
を
も

た
ら
す
は
ず
の
新
築
を
は
じ
め
と
す
る

住
宅
の
契
約
や
施
工
、
擁
壁
工
事
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
根
深
い
問
題
を
は

ら
ん
だ
請
負
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
契
約
時
の
虚
偽
説
明

や
契
約
書
面
の
不
備
・
不
交
付
、
口
約

束
の
み
の
請
負
契
約
や
せ
か
さ
れ
た
揚

げ
句
の
契
約
な
ど
多
数
の
問
題
点
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
慌
て
ず
に
事
業
者
の
信
用
性
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
は
善
良
な
業

者
ば
か
り
で
は
な
く
、
悪
質
業
者
も
実

際
に
存
在
し
ま
す
。
熊
本
県
内
に
も
実

際
に
存
在
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

次
は
、
法
に
の
っ
と
っ
た
契
約
前
の

き
ち
ん
と
し
た
説
明
や
見
積
書
・
契
約

書
面
を
受
領
す
る
こ
と
で
す
。
契
約
書

面
は
消
費
者
を
助
け
る
た
め
の
証
拠
と

し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
一
方

で
、
契
約
書
が
な
か
っ
た
り
、
口
約
束

だ
っ
た
り
の
契
約
な
ど
は
消
費
者
側
に

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
傾
向
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
消
費
生
活
相
談
室
に
は
、

架
空
請
求
の
は
が
き
や
ネ
ッ
ト
上
の
不

当
請
求
、
超
低
金
利
時
代
を
背
景
に
高

配
当
を
う
た
っ
た
投
資
事
件
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
ニ

ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
電
話
勧
誘
に

よ
る
ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
な
買
い
取
り
商
法
な
ど
新
た
な
消

費
者
問
題
も
次
々
、
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
す
る
に
は
】

①
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
イ

ヤ
ヤ
！
）
に
電
話
す
る

②
上
益
城
郡
５
町
の
消
費
生
活
相
談
室

に
電
話
ま
た
は
直
接
出
向
い
て
相
談
す
る

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、
自
分
を
責

め
ず
に
、
困
っ
た
ら
、
迷
っ
た
ら
、
不

安
を
感
じ
た
ら
早
め
の
相
談
が
カ
ギ
で

す
。「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
よ
う
」
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

《
昨
年
度
の
相
談
を
振
り
返
っ
て
》

見
守
り
新
鮮

情
報
6
月
号

○
日
時　

７
月
11
日
（
木
）

　
　
　

10
～
16
時
（
12
～
13
時
除
く
）

○
会
場　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

�

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、「
御
船
相

談
予
約
」
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

６
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

７
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

広報かしま 2019.6

17



税は納期限内に納めましょう
　税金の滞納がある場合、納期限を守って税金を納めている方との公平性を保つため、
差し押さえなどの滞納処分を行います。

地方税法の規定により、納期限経過後20日以内に督促状を送付します。督促状が送付された場
合、督促手数料100円も合わせて徴収することになります。
※�役場で納付の確認をするのに２週間ほどかかる場合があります。督促状の行き違いの際はご
容赦願います。なお、納期限の翌日から延滞金が計算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合

督促状の発送日から10日経過しても完納しない場合は、財産を差し押さえることができます。

督　促

⇒地方税法　第331条
　�「督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに完納しないときは、財産を
差し押さえしなければならない」と法律で定められています。	 �
事前予告や本人の同意は必要とされません。

捜索・差し押さえ

財産調査の結果、預金・生命保険・給与・売掛金・土地・家屋などがあれば、差し押さえを行
い、強制的に換価して滞納税分に充てます。また、滞納者の居宅の捜索を行い、換価できる動産
（車を含む）の差し押さえを行い、公売会で売却し、滞納額に充てます。	 �
これらの差し押さえ、強制換価、居宅の捜索などは事前予告や本人の同意は必要とされません。

催　告

督促状を送付しても納付がない場合や、過年度の滞納が残っている場合は、催告書を送付し、
電話による催告を行う場合もあります。

財産調査 延滞金も徴収・差し押さえ対象になります

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、滞納者の財産を発見するために、官公署・金融機
関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに対して調査を行います。これらの調査
は国税徴収法第141条から147条の規定に基づき、滞納者の了承を得ずに行うことができます。

口座振替での納付が便利です
納付は納め忘れがない口座振替が便利です。	 �
肥後銀行、熊本銀行、上益城農協、熊本第一信
用金庫、九州労働金庫、ゆうちょ銀行、役場税
務課の窓口で手続きできます。
（既に申請されている方は残高不足にご注意く
ださい）

納税のご相談は税務課徴収係まで 
☎２３７－２６３９（直通）

　�やむを得ない理由で納付が困難な場合は、事
前に連絡・相談ください。生活状況などの聞
き取りをした上で、完納までの計画の相談に
応じます。連絡がないと個別の事情を把握で
きず、法令に基づき滞納処分を行うことにな
ります。

役場税務課　☎ 237-2639
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役場町民課介護保険係　☎ 237-2574　　　税務課　☎ 237-2639

65歳以上の皆さんへ

介護保険料について
令和元年度の第１～第３所得段階の方の介護保険料が変わりました。

令和元年 10 月の消費税引き上げに伴い、平成 27 年度より第１所得段階の保険料で行って
いた低所得者保険料軽減を拡大して実施します。
内容としては、今年４月より第１所得段階をさらに軽減するほか、第２、第３所得段階に
対しても適用いたします。具体的な保険料額は下記の表の通りです。
なお、保険料は４月１日時点の世帯の課税状況によって決定しますので、手続きの必要は
ありません。

令和元年度の介護保険料納入通知書を送付します。

65 歳以上の方に、令和元年度の介護保険料納入通知書を６月中旬にお送りしますので、
納付方法・保険料額をご確認ください。

介護保険料を年金差し引きされている方へ

前年度から継続して年金から差し引きで納めている方は、保険料は前年の所得に基づいて
決まり、前年の所得は６月以降に確定するため、４・６・８月は前年度２月と同額（６月
と８月については一部調整も）の保険料を納めていただきます（仮徴収）。10・12・２月は、
確定した年間保険料額から、仮徴収分を差し引いた額を納めていただきます（本徴収）。

令和元年度　嘉島町介護保険料

所得段階 新負担割合
月額保険料（円） 保険料

軽減額（円）改正前 改正後

住
民
税
非
課
税
世
帯

第１段階 基準額× 0．375 2,880 2,400 △ 480

第２段階 基準額× 0．625 4,800 4,000 △ 800

第３段階 基準額× 0．725 4,800 4,640 △ 160

住
民
税
課
税
世
帯

第４段階 基準額× 0．9 5,760 5,760 ０

第５段階（基準） 基準額×１ 6,400 6,400 ０

第６段階 基準額× 1．2 7,680 7,680 ０

第７段階 基準額× 1．3 8,320 8,320 ０

第８段階 基準額× 1．5 9,600 9,600 ０

第９段階 基準額× 1．7 10,880 10,880 ０
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

多
発
！
交
通
事
故

　

け
が
を
伴
う
交
通
事
故
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
薄
暮
時
に
お
け
る
前
照
灯
の

早
め
点
灯
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運

転
、
○
○
し
な
い
だ
ろ
う
運
転
で
は
な

く
、
○
○
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

危
険
予
知
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
明
る
い
服
と
と
も
に
、

反
射
材
の
着
用
を
心
掛
け
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）４月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H３1.4 15 57 0 0 1 0 0 0

H３1 累計 40 208 0 0 13 1 0 1

前年比 +21 +13 ± 0 ± 0 -1 -1 ± 0 -2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H３1.4 46 161 1 0 1 3 0 0

H３1 累計 116 612 4 0 14 7 0 3

前年比 +58 -85 ± 0 -1 -2 -2 -1 -5

オレオレ詐欺に
要注意！

★被害に遭わないためのアドバイス★
● �一度電話を切って、息子などの元々の携帯電話や自宅の電話

にかけ直し確認する
● 現金やキャッシュカードを第三者に渡さない
● 他人に暗証番号など個人情報を教えない
● 一人で判断せずに、家族や警察などに相談する

　県内の高齢者宅に、息子の名前を名乗ってお金を要求するオレオレ詐
欺の電話や、警察官を名乗ってキャッシュカードの枚数や貯金残高など
を聞き出す不審電話が相次いでいます。

振り込め詐欺相談ホットライン
☎ 381-2567
消費者ホットライン　☎ 188（いやや！）
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嘉島町食生活改善推進員協議会

朝ご飯を食べましょう

　朝ご飯を抜くと昼食までのエネルギーが空っぽの状態のまま、
無理やり体や脳を働かせている状態になり、体がだるくなった
り、頭がボーッとしたりします。しかも、空腹感がイライラを
募らせ、集中力も失わせてしまいます。しかし、ご飯やパンな
どの炭水化物を多く含んだものを食べることで脳にエネルギー
が補給され、元気に一日のスタートを切ることができます。

　朝食をきちんと食べる習慣のある学生ほど、テストの正答率が高い傾向があり、朝ご飯
を食べることで集中力がアップします。また、ダイエットのために朝食を食べない人がい
ます。朝ご飯を食べないと、昼におなかがすいて一度にたくさんの量を食べ過ぎてしまう
ことがあり、逆に太る原因になります。朝ご飯を毎日食べている人の方が肥満傾向は限られ、
ダイエットを気にしている方は適度な量の朝ご飯を食べることがダイエットにつながります。

　朝ご飯を食べると、胃が活動を開始し、体温が上がり、体や脳に刺激が伝わります。す
ると体が目覚めて全身に力が行きわたり、活発に活動できるようになるのです。早寝早起き、
1 日 3 食の生活リズムは、生活習慣病を予防する上でも基本的な生活習慣です。家族みん
なで朝ご飯を食べる習慣をつけて、元気に毎日を過ごしましょう。

飯
覚

朝ご飯は一日の元気の源です。

例えば…

生活習慣

朝食を食べないと… 朝ご飯を食べると…

○ 集中力がなくなる
○ 力が出ない
○ 眠くなる
○ イライラする
○ 頭が働かない

○体温上昇
○動き活発

食育推進シリーズ
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○�催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームペー
ジ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00 ～ 22：00　
　≪駐車場≫あり  　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート　105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 ５月 20 日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

６

15 土 高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ 2019 熊本 競技場 10:00～ 熊本県サッカー協会

16 日 第 54 回上益城郡会長旗大会（城南大会予選） 野球場 ８:30～ 上益城郡軟式野球連盟

16 日 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2019 九州 競技場 ９:00～ 九州サッカー協会

23 日 第 22 回九州女子サッカーリーグ 競技場 ９:00～ 九州サッカー協会

29 土 令和元年度上益城郡中学校総合体育大会（夏季大会）
（軟式野球、サッカー）

野球場
競技場 ８:00～ 上益城郡中学校体育連盟

30 日も開催

７

６ 土 2019 球蹴男児 U-16 サッカーリーグ 競技場 ９:00～ 球蹴男児 U-16 リーグ
実行委員会

７ 日 高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ 2019 熊本 競技場 14:00～ 熊本県サッカー協会

13 土 第 69 回上益城郡民体育祭軟式野球競技 野球場 12:00～ 上益城郡体育協会　
14 日も開催

14 日 第 69 回上益城郡民体育祭サッカー競技 競技場 ９:00～ 上益城郡体育協会

21 日 第９回エンペラーカップ 野球場 ９:00～ 上野商事
28 日も開催

21 日 RKKカップ第26回全国クラブチームサッカー選手権 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

27 土 合同トレセンデー 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

28 日 熊本県ミドルサッカーリーグ 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

6 30 日 島村楽器　熊本地区合同クラシック発表会 11:30
※時間は変更も

無料 島村楽器イオンモール熊本店
☎ 235-6020

７ ７ 日 渕上雅代ファンクラブ歌謡ショー 10:00 無料 渕上雅代ファンクラブ熊本
☎ 090-4357-4089

7 28 日 第10回　Ｍ．ダンスカンパニー 18:00 無料 Ｍ．ダンスカンパニー
☎ 202-1462

嘉島町総合運動公園
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令
和
元
年
初
の
読
者
投
稿
企
画
「
か
し

ま
B
O
O
K
S
」。
嘉
島
町
「
図
書
室
」

（
町
民
会
館
内
）
が
先
に
実
施
し
た
「
好

き
な
本
か
し
ま
総
選
挙
」
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

見
方
は
「
好
き
な
本
の
タ
イ
ト
ル
」、

推
薦
し
た
人
の
名
前
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
所

属
）、イ
チ
押
し
の
ポ
イ
ン
ト
―
の
順
で
す
。

�
（
敬
称
略
）

恋
と
か
友
達
と
か
の
物
語
が
８
話
入
っ

て
い
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
か
ら
オ
ス

ス
メ
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
着
こ
な
し
や
ブ
ロ
ー

チ
の
作
り
方
を
学
べ
る
面
白
い
本
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
〝
か
た
が
わ
ヘ
ア
〟
が
あ
っ

て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

�

Ｙ
・
Ｓ

今
ま
で
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
宮
沢
賢

「
一
期
一
会

　�

恋
の
魔
法
。
友
の
魔
法
。」

「
一
期
一
会

　�

み
ん
な
で
オ
シ
ャ
レ
。」

「
よ
だ
か
の
星
」

治
さ
ん
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
読
ん
で
み

ま
し
た
。
よ
だ
か
が
最
後
ま
で
悲
し
い
運

命
を
た
ど
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

嘉
島
町
教
育
委
員
会
が
町
内
外

か
ら
講
師
を
招
く
「
町
民
講
座
」

の
開
講
式
と
新
年
度
の
初
回
講
座

が
４
月
19
日
、
町
民
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

60
人
余
り
の
受
講
者
ら
は
髙
野

隆
教
育
長
か
ら
「
学
び
の
機
会
を

生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
受
け
て
受
講
。
初
回
は
、
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
を
町
内
は
じ

め
５
カ
所
で
展
開
す
る
「
子
ど
も

支
援
室
み
ら
い
」
の
藤
田
良
美
代

表
が
「
自
分
の
個
性
で
生
き
て
い

く
」
と
題
し
て
講
演
。

藤
田
代
表
は
特
別
支
援
学
校
の

教
諭
か
ら
転
身
、
会
社
を
立
ち
上

げ
て
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
を

療
育
。
就
労
、
自
立
（
生
活
）
訓

練
を
図
る
農
園
や
カ
フ
ェ
の
取
り

組
み
も
紹
介
し
、
受
講
者
ら
の
関

心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

同
講
座
は
昨
春
開
講
。
今
年
も

年
６
回
開
く
計
画
で
す
。

　好きな本、読んでほしい本が寄せられた嘉島町「図書室」

原則、月曜が休館日で、開館は火
曜～日曜（９～ 17 時）。月曜が祝
日の場合、翌日の火曜に休館します。
なお、休館日もブックポストはご利
用いただけます。

《６～７月の休館日》
６月 17、24日
７月１、８、16、22、29日

か し

好きな本 総選挙

ま
安藤　好美

（嘉島西小５年）

小林　夏美
（嘉島東小５年）

ひきこもりに関する
相談に応じます

一人で悩まず、一緒に考えませんか？

専用電話　☎ 386-1177

受付時間　月曜・火曜・木曜（祝日を除く）
　　　　　午前９時～ 12時、午後 1時～ 3時

住　　所　〒 862-0920
　　　　　熊本市東区月出 3丁目 1-120
　　　　　　　（熊本県精神保健福祉センター内）

熊本県ひきこもり
地域支援センターゆるここ

「
町
民
講
座
」
開
講

子
ど
も
支
援
室

藤
田
代
表
講
演

☎ 237-0058
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人権問題の正しい理解のために 〔その324〕
さまざまな
　　　課題

　国際化の進展に伴い、日本に在住あるいは訪問する外国人が増えていますが、就労差別や
入居・入店拒否など日常生活において差別事例が発生しています。
　本県においても、在留外国人数は増加傾向にあり、観光やビジネスなども含め、諸外国との
人的・物的交流の規模は今後も拡大していくと考えられます。
　外国人に対する偏見や差別は、異なる民族・国・地域・文化などについて正しい理解がなさ
れていないことや、伝統的な価値観を有する地域社会の中で、外国人や異文化に対して閉鎖的
になっていることなどが要因だと考えられます。
　いろいろな国の人と交流し、文化や歴史の違いを知ることでお互いを一人の人間として認め
合い、尊重し合う関係を築くことが大切です。

くまもと国際化総合指針〔2009 策定〕
　交流と共生による ｢夢ときぼうあるくまもと｣ の実現を目指して策定されました。在留外国
人住民の増加に対応し、｢多文化共生社会｣ の地域づくりを進めるために、｢コミュニケーショ
ン支援｣ ｢生活支援｣ ｢多文化共生社会｣ の三つの施策に取り組んでいます。
ヘイトスピーチ対策について強化策を求める意見書〔2015〕
　近年、一部の国や民族あるいは特定の国籍の外国人を排斥する差別的言動（ヘイトスピーチ）
が社会的関心を集めています。国連からもいわゆる ｢人権差別撤廃条約｣ の締結国である日本
に対し、このような差別的言動に対処する措置をとるべきだとの勧告を受けています。こうし
たことを受けて、熊本県議会において、全会一致で可決され、国における適切な対応を求めて
います。

◎人権に関するご相談を随時、嘉島町文化センターで受け付けています。ご相談内容によって、
担当課や専門機関をご紹介します。
　平日　８：３０～１７：１５　☎２３７－０４６４（嘉島町上六嘉９１７）

外国人であるというだけで、不当な扱いを受けること
　アパートへの入居や店舗への入店、施設の利用などを断られることがあります。また、就業
を断られたり、就業した後の待遇面で差別されたりすることもあります。さらに、さまざまな
店舗や施設、公共機関などで十分なサービスを受けることができないといった問題もあります。
ヘイトスピーチ
　特定の民族や国籍の人々を誹謗（ひぼう）中傷したり、排斥したりする言動です。こうした
言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての尊厳を傷つけたり、差別意識
を生じさせたりすることにもつながりかねません。

外国人の人権…違いを理解する
○多文化共生の地域づくりを目指して

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

○どんな課題がありますか？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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I hope everyone enjoyed their ten-day long 
holiday. During the holiday, I was lucky 
enough to travel to South Korea. I went to 
South Korea for four days. From April 29th to 
May 2nd. I saw several tourist attractions like 
Seoul Tower and Gyeongbokgung Palace. 
Both places were really beautiful. I also ate 
vegetarian bibimbap and kimchi. The dishes 
were a little spicy, but still delicious. It was 
really exciting to travel to another country. 
However, I was also happy to come back to 
Japan at the end of the week.
Since returning to work, everyone has been 
preparing for the upcoming Sports Festivals. 
We don’t have Sports Festivals in Canada. So, 
I enjoy learning about them. I think Sports 
Festivals sound really fun and show a lot of 
school spirit. The students have been practising 
very hard. I think they will all do a very good 
job. I’m lucky enough that I’ll be participating 
in two Sports Festivals this month. I’m very 
excited.
Until next month!

　皆さんは 10 日間の長い休暇を楽しんだことと思

います。休暇中、私は韓国に旅行できてとても幸運

でした。私は、4月 29 日から 5月 2 日まで 4日間、

韓国に行きました。ソウルタワーや景福宮などの観

光スポットをいくつか見ました。どちらも本当にき

れいでした。また、ベジタリアンのビビンバやキム

チも食べました。料理は少し辛いですが、それでも

おいしかったです。他の国に旅行するのは本当にワ

クワクしました。しかし、週末に日本に戻ってきた

こともまた、うれしかったです。

　仕事に戻ってからずっと、皆さんは次の体育大会

や運動会の準備をしています。カナダにはありませ

ん。だから、私はそれらについて学べて楽しいです。

体育大会や運動会は本当に楽しそうで、たくさんの

学校の精神を示していると思います。生徒たちは一

生懸命練習しています。彼らはすべてうまくやると

思います。私は今月、二つの行事に参加することが

できて幸運です。とても楽しみです。

　ではまた来月まで！

McIlvride Madeline Marie

Golden Week!

ゴールデンウイーク

外国語指導助手（ALT)

HELLO
Kashima 韓

国
旅
行
を
楽
し
ん
だ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で

し
た
か
？
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中島　勇
（三郎無田）

　
　
　
　
河
原
　
君
代
さ
ん
（
井
寺
）　　　　坂本　絹子さん（下仲間）

平
成
の
最
後
の
満
月
く
っ
き
り
と
時
は
静
か
に
令
和
に
向
か
う	

大
塚
シ
ズ
子

淡う
す
べ
に紅
の
雲
海
の
よ
う
な
桜
な
り
新
元
号
の
発
表
間
近	

川
原
　
涼
子

夜
の
明
け
の
辺
り
し
ず
け
き
庭
の
木
に
お
や
、
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
は
じ
め
た
り	

北
澤
喜
美
子 

道
ぞ
い
に
あ
る
一
本
の
桜
の
木
今
年
も
こ
の
木
の
事
情
で
咲
け
り	

工
藤
　
明
子

藁
の
上
に
寝
そ
べ
り
て
い
る
野
良
猫
が
足
震
え
つ
つ
大
き
な
背
伸
び	

栗
﨑
　
廉
子

針
先
を
空
に
向
け
た
る
さ
ま
に
し
て
麦
の
穂
出
た
り
青
き
風
吹
く	

境
　
　
益
代

梅
の
木
の
下
に
草
取
り
を
れ
ば
鳴
く
姿
見
え
ね
ど
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ	

津
出
ト
ヨ
子

百
三
十
五
番
が
吾
の
名
と
な
り
て
検
査
室
へ
と
案
内
さ
れ
る	

冨
永
　
照
代

行
く
春
を
惜
む
か
今
朝
は
糸
の
雨
し
ず
け
さ
破
る
は
滴

し
ず
く
の
音
か	

西
岡
　
幸
止

満
開
の
桜
の
こ
ろ
よ
西
行
の
歌
と
重
な
り
逝
き
し
母
あ
り	

林
　
ひ
ろ
み

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
菜
の
花
の
香
り
車
窓
よ
り
満
つ	

本
住
　
晴
美

真
っ
白
き
飛し

ぶ
き沫
を
上
げ
る
曽
木
の
滝
の
ぞ
け
ば
走
る
魚
の
影
見
ゆ	

橋
本
ユ
キ
子

さ
よ
う
な
ら
未
曾
有
の
年
よ
平
成
よ
最
後
の
桜
は
ゆ
っ
く
り
と
散
る	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かしまの文化

絵手紙 ちぎり絵

「
び
わ
」

「見事に…」
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５月の
　　 町長の動き

荒木町長談

７日	 ・庁内常会　・課長会議　・広島県坂町長来庁応対
	 ・熊本県防犯協会連合会理事会　
８日	 ・皇室行事　・町体育協会総会　
９日	 ・熊本県共同募金会来庁応対　・山本産業社長来庁応対
	 ・上益城消防長来庁応対　・県防連来庁応対
	 ・緑川改修期成会役員会　・緑川改修期成会総会
10日	 ・消防学校入校申告
	 ・熊本県交通安全推進連盟来庁応対
	 ・春の全国交通安全運動御船警察署管内４町合同出発式
	 ・自衛隊家族会総会
11日	 ・熊本県市町村保健師協議会総会
	 ・馬場参議院議員の選対発足式
	 ・消防学校終了申告　
13日	 ・課長会議　・全国町村会来庁応対
	 ・�嘉島町まちづくり基金運営委員会、水の郷まつり実行

委員会合同会議　
	 ・上益城消防組合第１回臨時議会管理者会議　
14日	 ・春の全国交通安全運動巡回
	 ・献穀事業清祓、播種祭
	 ・熊本県緑化推進委員会理事会
	 ・県議会議長、副議長あいさつ
15日	 ・日赤熊本県支部事務局長来庁応対　・HIヒロセ起工式
	 ・地域農政未来塾2019年度開講式
16日	 ・命と暮らしを守る道づくり全国大会
17日	 ・JAかみましき来庁応対　・嘉島町商工会総会
	 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会来庁応対
19日	 ・白川、緑川総合水防演習
20日	 ・課長会議
	 ・御船町議長来庁応対
	 ・�熊本県交通安全推進連盟会議　 
	 ・�熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会町村長会議
21日	 ・�東京オリンピック聖火リレー熊本県実行委員会来庁応対
	 ・�熊本県市町村振興協会第１回理事会
	 ・�熊本県防犯協会連合会総会
	 ・�地域高規格熊本環状道路建設促進期成会総会
	 ・地域高規格熊本環状道路建設促進期成会意見交換会
22日	 ・最低賃金に関するヒアリング
	 ・人口減少社会における町村行政に関する委員会
24日	 ・県サッカー協会来庁応対

25日	・東小学校運動会
	 ・西小学校運動会　
	 ・�オリンピックパラリ

ンピック関連イベン
トセレモニー

27日	・課長会議
	 ・�町社会福祉協議会理

事会
28日	・�農業信用基金協会理

事会
	 ・�御船地区衛生施設組

合管理者会議
	 ・�御船地区衛生施設組

合議会
	 ・熊本県商工会連合会総会
	 ・�九 水連期成会総会

（〜29日）
29日	 ・北部九州河川利用協会来庁応対
	 ・町健康づくり推進委員会　・熊本県浄化槽協会式典
30日	 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
	 ・上益城郡防災会議、消防協会上益城支部総会
31日	 ・地方制度調査会小委員会地方６団体ヒアリング
	 ・熊本南工業団地第45回通常総会

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

田
上　

幸
市　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

順
子　

様

　

木
本　

敏
明　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

シ
ズ
ヱ　

様　

　

東
矢　

タ
ツ
エ　

様
（
高
田
）

　
　
　

亡　

德
男　

様

　

蜂
屋　

壽
範　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

ト
シ
ミ　

様

　

林　
　

峰
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

一
昭　

様

　

髙
木　

善
一　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

善
之　

様

　

増
田　

久
美
子　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

山
清　

様

　

吉
川　

イ
ツ
子　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

正
則　

様

　
　
　
　
　
　

５
月
15
日
現
在

　

５
月
１
日
に
相
前
後
し
、
皇
居
・
宮
殿
で
執
り

行
わ
れ
た
皇
位
継
承
の
重
要
儀
式
「
退
位
礼
正
殿

の
儀
」「
即
位
後
朝
見
の
儀
」「
賢
所
、
皇
霊
殿
神

殿
に
期
日
奉
告
の
儀
」
に
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
象
徴
」
と
し
て
の
お
務
め
を
果
た
し
終
え
ら

れ
た
上
皇
さ
ま
が
ど
こ
か
ホ
ッ
と
な
さ
っ
た
ご
様

子
だ
っ
た
の
に
対
し
、
間
近
に
立
ち
会
わ
せ
て
い

た
だ
い
た
新
た
な
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
お
二
人

で
新
た
な
皇
室
の
ス
タ
イ
ル
を
し
っ
か
り
と
築
い

て
い
こ
う
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
お
見
受

け
で
き
ま
し
た
。

　

時
代
の
節
目
を
目
の
当
た
り
に
し
、
感
激
す
る

と
と
も
に
「
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
に

は
や
は
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
欠
か
せ
な
い
」
と

思
い
至
り
ま
し
た
。
新
天
皇
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

新
た
な
公
務
に
も
な
り
そ
う
な
「
水
問
題
」。
暮

ら
し
や
す
く
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
「
水
の

郷
（
さ
と
）」
嘉
島
づ
く
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
新

た
な
時
代
へ
突
入
で
す
。　
　
　
　
（
６
月
３
日
）

新天皇のご即位に伴い、役場の玄関ロビーにも
記帳所が開設された

意

輪
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発行日　令和元年６月14日

嘉島町の人口動態
令和元年５月31日現在

（前月比）

人   口 9,512 人　

　男　　 4,645 人　

　女　　 4,867 人

世帯数　 3,641 世帯　（＋ 9）

― 28 ―

　
麦
秋
と
は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、

麦
の
穂
が
実
り
、
収
穫
期
を
迎
え
た

わ
が
町
で
は
、
夕
方
に
な
る
と
秋
の

雰
囲
気
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
日
中
は
暑
く
な
り

ま
し
た
ね
。
毎
年
恒
例
の
運
動
会
取

材
で
は
子
ど
も
た
ち
の
熱
気
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
）

　（＋ 9）

　（＋ 3）

　（＋12）

　
嘉
島
町
の
高
田
み
ん
な
の
広
場

公
園
で
４
月
25
日
、
西
小
の
児
童

た
ち
が
緑
川
に
稚
ア
ユ
を
放
流
し

ま
し
た
。
漁
業
資
源
の
保
全
に
取

り
組
む
緑
川
漁
協
（
甲
佐
町
）
に

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
が
全
面
協
力

し
て
実
施
。

　
西
小
３
年
２
組

の
41
人
は
バ
ケ
ツ

に
小
分
け
さ
れ
た

体
長
８
〜
10
㌢
の

稚
ア
ユ
を
漁
協
職

員
ら
と
代
わ
る
代

わ
る
放
流
。
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
一

ア
ユ
放
流

☎

気
に
放
し
た
り
、
バ
ケ
ツ
の
中
を

の
ぞ
き
込
み
名
残
惜
し
そ
う
に
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
放
流
さ
れ
た
稚
ア
ユ

は
約
１
万
尾
で
、
「
６
月
（
ア
ユ

漁
解
禁
）
ま
で
に
は
18
㌢
前
後
ま

で
成
長
す
る
」
と
同
漁
協
で
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

 

ご両親：野口　貴大さん、由富美さん（鯰）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

関
戸
　心
凰（
み
お
）
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
10
月
12
日
生

野口　潤奈（じゅんな）ちゃん　４歳
　　　真光奈（まひな）ちゃん

平成30年６月27日生

　姉妹仲良く大きくなってね。
ご両親：関戸　将裕さん、由貴子さん（下六嘉）
♪特技は大声で泣くことです（笑）。

「うし」
高野　維人さん（嘉島保育園）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画


